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宇宙塵 ， 小惑星 サ ン プル な どの 宇宙物 質を
一

元 的 に管理 し， 物質科学的研究を行 うこ とが

で きる研究セ ン タ
ー

の 実現に 向けた取組 も必要で あ る．

　小惑星か らの サ ン プル リ タ
ーン が成功 した暁に は，その 成果を考慮に 入れ た太陽系形成

の 理論 を構築 しなければ な ら ない こ と は 明 らか で ある 、21世紀の 太陽系形成論は，物質の

デ
ー

タ
ーを織 り込 んだモ デ ル が 主体 になるで あ ろ う．46億年前の 太陽系創成期の歴史を秘

めた隕石は ， 当面 こ の ために最適 の 研究資料 と い える ．隕石 な どの 宇宙物質か ら読み 取 っ

た ， 太陽系の 時空の
一

点々 々 の デ
ー

タ
ーをつ な ぎ，進化の シナ リオ を作るため には，物質

進化の デ
ータ ーを含む数値シ ミ ュ レ ーシ ョ ン の プ ロ グ ラ ム を書 くこ とが不可欠で ある．隕

石や宇宙塵の物質科学的研究の 成果を理論 に反映 して ，この よ うな プ ロ グラ ム を作る こ と

は，現状 で は容易な こ とで はなか ろ う．その ため には ，実験家 と理論家が 明確 な問題意識

を もっ て
， 緊密 に協力作業 を行 うこ とが 要求され る．惑星科学の 研究 には幅広い 視野 と包

括的な洞察力が重要で あ り， 狭 い 専 門 に閉 じこ もっ た研 究で は 未来が 開けない こ とは 明ら

かで ある ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

高岡　宣雄　（九州大学理学部）
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